
 

 【 第１３回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

 

日   時： 令和４年７月６日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所： 本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者： 熊本大学長     小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

       理事・副学長（研究・グローバル戦略担当） 

大谷 順(ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ) 

 

内 容： 

 
１．大学院先端科学研究部附属半導体研究教育センター 卓越教授 青柳 昌宏 

「IEEE EPS Regional Contribution Award」受賞について 

    

２．「令和４年度脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」選定について 

   大学院生命科学研究部 教授 辻田 賢一 

   大学病院 特任助教 山本 正啓 

 

３．熊大の就職支援について 

   学生支援部 就職支援課 専門職員 日和田 伸一 

 

４．その他 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 

 



 

 

令和４年６月１５日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

大学院先端科学研究部附属半導体研究教育センター青柳昌宏卓越教授が

IEEE EPS Regional Contribution Award を受賞しました 
 

大学院先端科学研究部附属半導体研究教育センターの青柳昌宏卓越教授が、2022 年の IEEE

（Institute of Electrical and Electronics Engineers：米国電気電子工学会）EPS（Electronics 

Packaging Society：エレクトロニクス実装ソサイエティ）の Regional Contribution Award（Region 

10）を受賞しました。 

この賞は、IEEE の EPS における様々な学会活動の発展に貢献した研究者を表彰するもので、

Region10 は特にアジア・オセアニア地域での活動に貢献した研究者・グループに贈られる賞です。 

青柳卓越教授は、学会でアジア地域、特に日本とシンガポールの間での連携強化に貢献し、研究

で TSV（シリコン貫通電極）やマイクロバンプ（突起状の接続電極）を使用した３次元 LSI（大規模

集積回路）チップの積層技術を開発したことなどが評価され、今回の受賞にいたりました。 

青柳卓越教授は、「企業の研究者が中心の IEEE EPS の学会活動において、公的研究機関の研究

者が受賞できたことはこれまでのオープンイノベーションによる研究活動が評価されたものと考

えております。研究活動にご参加いただいた研究者の皆様とともに喜びを分かち合いたいと思って

おります。」と受賞の喜びを語っています。 

○参考 URL： https://eps.ieee.org/awards/regional-contributions-award.html 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学大学院先端科学研究部附属 

半導体研究教育センター 

担当：青柳昌宏（センター長・卓越教授） 

TEL：096-342-3810 E-mail: m-aoyagi@kumamoto-u.ac.jp 
受賞した青柳卓越教授（右） 

賞状 

配信先：文部科学記者会、科学記者会、熊本県内報道機関 
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循環器疾患の病状経過：総合支援の必要性



熊本県循環器病対策推進計画：オール熊本で挑む

https://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/132723_261211_misc.pdf

基本計画を実行するための脳卒中・心臓病等総合支援センターのモデル事業
令和４ 年度予算案： ２ 億円 （ 新規）



令和４年度 脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業における実施法人の選定

https://w w w .m hlw .go.jp/content/10905000/000948204.pd f

患者会

介護者さ ん等

熊本県脳卒中・ 心臓病等総合支援センタ ー
(設置の背景と 目的)

患者さ んに留まら ず
その周囲への支援が必要

死因、救急搬送や要介護の原疾患、要医療費 いずれも脳・心臓疾患が多い

リ ハビリ テーショ ンや緩和医療のニーズ
事業所や雇用者

就学施設

社会復帰支援のニーズ

救急医療

情報共有の重要性先進医療

希少疾患

リ ハビリ テーショ ン施設

地域医療機関, かかり つけ医, 
介護・ 福祉施設

急性期医療機関

近隣施設へのますますの負担増加や
患者さんへのサービスの停滞が懸念される

脳卒中・心臓病の包括的な支援体制を構築し、相談・生活支援等の総合的な取り組みを進め、
『保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実』を図る



地域・ 医療機関の包括的支援

熊本大学病院
脳卒中・ 心臓病等総合支援センタ ー

患者さ ん
御家族・ 地域

認識やニーズの提供
コ ミ ュ ニティ の情報提供

KM Nの普及による情報共有推進

研修・ 学習会の開催

相談, 支援
連携, 情報共有

地域医療機関, かかり つけ医, 
地域包括ケア, リ ハビリ 施設など



1

熊大の就職支援について
2022年7月

熊本大学学生支援部 就職支援課

2

熊本大学の就職状況

●就職率 97.0% （96.1→96.4→97.0）

企業就職者587名（就職者の63％） ＊病院含む

公務員198名（就職者の21％）

教員（臨採含）140名（就職者の15％）

●企業就職

製造業95名、情報通信91名、卸・小売56名、
金融・保険42名等 多岐

●九州圏内79％（熊本地域36％）

大都市圏18％（関東、関西、東海）

＊データは学部２０２２年卒

製造業

10%
情報通信

10%

卸・ 小売

6%
金融・ 保険

5%

医療・ 福祉

16%

教育・ 学習

支援

17%

サービ ス

6%

公務

21%

その他

9%

主な業種のシェ ア



3

熊本大学の就職支援

配布資料参照

4

R4年度前期の取り組み例



5

KUMA★NAVI
求人情報提供、キャリア相談・
イベント管理用等で活用

6

キャリア支援サイト
（OBOGキャリアメッセージ）

キャリアメッセージの主な目的と特色
• OBOG訪問の代替機能
• 卒業生が関わるキャリア教育等の
インフラ構築

• 業種、職種、学部、卒業年度、企業名等
様々な切り口からOBOGメッセージ
（2/25現在 935名、約500社掲載）が
検索可能。

• リアルな仕事観、多様なキャリア観が伝わ
る内容に。所属企業HPとリンク

その他 サイト内コンテンツ
• インターンシップ体験記
• 就職活動体験記
• 就活マニュアル



7

OBOGキャリアメッセージの多彩な投稿者！

8

掲載例（一部）
文学部OBOG 理学部OBOG

• NTTドコモ
• アサヒビール
• クボタ
• ヤマト運輸
• IHI
• 三井住友信託銀行
• 損害保険ジャパン日本興亜
• 竹中工務店
• 電通
• 三菱電機
• 読売新聞西部本社
• 日本たばこ産業
• 日立製作所
• 肥後銀行
• 西部ガス
• 経済産業省 九州経済産業局

• NECソリューションイノベータ
• SCSK
• あすか製薬
• アステラス製薬
• ウェザーニューズ
• シミック
• ジャパネットホールディングス
• ニトリ
• 塩野義製薬
• ロッテ
• 京セラコミュニケーションシステム
• 三菱商事
• 小野薬品工業
• 積水ハウス
• 大正製薬
• 東京海上日動火災保険
• 日鉄鉱業



9

メッセージから読み取れるもの
• 具体的な仕事内容と現実的なキャリア観

• 専攻にとらわれない多様な仕事の存在

• 各学部卒等で就ける仕事、就職できる企業を身近にイ

メージ

• HPリンク機能により卒業生在籍企業の研究が容易に

• フリーワード検索で関心のあるキーワードからの仕事研

究に

学内活用例
• 低学年対象

教養キャリア科目「キャリア入門」、工学部「社会と企業」、

法学部「職業選択と自己実現」、薬学部「ジェネリックスキル

概論」等の授業で紹介。

• ３年、M１対象

各種就職ガイダンス等での活用

卒業生キャリア交流会等の実施

学内企業説明会事前研究コンテンツ

＜掲載イメージ＞

熊本 漱石

○○事業部

○学部

2000年

事務/総合職

http://www.ooo.oo.jp

○学科

製造業

○○○会社

※現在の仕事内容について400字以内でご記入ください。

※仕事のやりがい（ここが面白い！楽しい！など）について、
400字以内でご記入ください。

※後輩へのメッセージを400字以内でご記入ください。


